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学位 最終学歴

博士（理学）、家政学修士 奈良女子大学大学院

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.担当科目「調理学実習Ⅰ」「調理学実習Ⅱ」用「調 2019年04月01日〜現在 2018年度に作成した大学および短大の「調理学実習Ⅰ

理学実習書」（テキスト）作成 　 およびⅡ」の実習に使用するテキストについて、今ま

　 　 で調理経験のない学生が実習にスムーズに取り組める

　 　 ように改変を行った。特に、調理操作についてさらに

　 　 理解しやすい表現に変えるとともに、図についても変

　 　 更を行い、より分かりやすい図とした。

2.担当科目「調理学実習Ⅰ」「調理学実習Ⅱ」用「調 2018年04月01日2019年03月 　大学および短大の「調理学実習Ⅰ」及び「調理学実

理学実習書」（テキスト）作成 31日 習Ⅱ」の実習において、授業に沿ったテキストを作成

　 　 した。特に実習内容を「実習開始前準備」、「下調

　 　 理」「調理法」と３段階に分け、調理作業を分かりや

　 　 すく、また理解しやすい方法に表記した。さらに、各

　 　 段階の作業内容も食材の洗浄方法や、調味料の計量な

　 　 ど、他の実習書には書かれていないより詳しい調理操

　 　 作も記入し、調理に慣れていない学生が間違うことな

　 　 く、またスムーズに調理が出来るように工夫した。さ

　 　 らに、シラバスの順番通りに記載することにより、予

　 　 習がよりしやすく、より理解しやすいように工夫を

　 　 行った。そのことにより授業時間内に実習を終了する

　 　 ことが出来るようにテキストの改良を行った。

3.担当教科「食品学実験」における実践例 2008年04月2013年03月 実験実習において、実験グループの人数を2〜3人と少人

　 　 数のグループとし、必ず実験に参加するよう授業内容

　 　 計画を組み立て、実験は楽しいものであると感じるよ

　 　 うに指導を行っている。また、高校での実験経験が乏

　 　 しく、実験器具の扱いに慣れていない学生が多いた

　 　 め、実際に操作のデモンストレーションを多く行って

　 　 いる。

4.担当教科「食品学」における実践例 2008年04月2013年03月 管理栄養士国家試験において「食品学」の問題数が多

　 　 いなど、範囲が広い分野である。また、新しい知見が

　 　 蓄積される。そのため、限られた時間において、食品

　 　 の特性を深く知るためのポイントがより明確にわかる

　 　 ように板書の書き方を工夫した。また、国家試験対策

　 　 だけではなく、試験には出ないが管理栄養士として社

　 　 会で働く場合に必要な基本的に知っておくべき食品の

　 　 特性についても学生に興味を持たせるように指導して

　 　 いる。

5.担当教科「食生活論」における実践例 2000年04月2008年03月 管理栄養士養成の1年生の授業科目において、病院の管

　 　 理栄養士や医師と連携し、学生に管理栄養士の活動の

　 　 意義や目的をより実際的な内容を含めて講義する事に

　 　 より、学生の学習目的を明らかにし、意欲を引き出

　 　 す。

6.管理栄養士臨地実習における実践例 2000年04月2008年03月 管理栄養士養成の臨地実習の事前指導において各職域

　 　 の現場の管理栄養士を招き、実際の現場の様子や問題

　 　 点などを講演することにより、校外実習の効果を上げ

　 　 る。

2 作成した教科書、教材
1.「学校栄養教育概論―学校における食の指導」（化 2007年04月〜 学校給食における衛生管理について担当出筆した。

学同人） 　 　

2.管理栄養士養成シリーズ「給食経営管理論」（化学 2006年01月〜 学校・高齢者福祉施設・児童福祉施設（保育園）にお

同人） 　 ける給食経営管理論を担当出筆した。
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
1.岩国市中央公民館事業　　「小学校就学前後の子を 2005年01月 小学校就学前児童の保護者に対して、小学校生活にお

持つ親の講座－明るく元気な学校生活に向けて〜子
ど

　 ける食生活や生活リズムについて講演を行った。特

もの食生活と健康〜」 　 に、現在の子どもの食生活における問題点を説明し、

　 　 栄養の面からの問題解決を提案した。

2.広島市学校保健部事業　「平成16年度　学校栄養職 2004年08月 「児童生徒の健康課題と食生活」という講義内容にお

員10年経験者研修－児童生徒の健康課題と食生活」 　 いて、現在の児童生徒の食生活の現状や問題点につい

　 　 て講義するとともに、食教育における学校給食や学校

　 　 栄養職員のこれから担う役割について講義を行った。

3.第４回広島市私立保育園協会職員研修会　講師 2004年07月 保育士、給食担当職員（管理栄養士、調理師）に対し

　 　 て、子ども達の食環境の現状とその問題点を明らかに

　 　 するとともに、これから求められる食育について、そ

　 　 の目的や保育園の役割やその実践方法について講演を

　 　 行った。

4.広島市学校保健部事業　「平成15年度　学校栄養職 2003年08月 「児童生徒の健康課題と食生活」という講演内容にお

員10年経験者研修－児童生徒の健康課題と食生活」 　 いて、現在の児童生徒を取り囲む食生活の現状とそれ

　 　 により引き起こされる健康の問題について話をすると

　 　 ともに、その問題解決に対応するための給食が果たす

　 　 役割の意義について講演を行った。

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.管理栄養士 1999年07月15日〜現在 名簿登録番号第89371号

2.高等学校教諭１級普通免許 1982年03月25日〜現在 昭56高一普第95号

3.栄養士 1980年04月01日〜現在 栄養士名簿番号第4205号

4.中学校教諭１級普通免許 1980年03月31日〜現在 昭54中一普第108号

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.生涯食育論－こども 共 2018年05月 和泉出版 子どもから大人に至るそれぞれのライフスタイルにおける課題と問

の食育・おとなの食 　 31日 　 題点について具体例を示し議論を展開した。全章にわたり共同で執

育 　 　 　 筆したため抽出困難である。

2.MINERVAはじめて学ぶ 共 2017年09月 ミネルヴァ書房 　保育士や幼稚園教諭の資格取得を目指す学生のための「食と栄

子どもの福祉9「子ど 　 10日 　 養」に関する教科書として、乳幼児から思春期までの食生活の意

もの食と栄養」 　 　 　 義、栄養の基礎知識や児童福祉施設の食について、さらに食の現状

　 　 　 　 や課題などの内容の本の編集を行った。また、その本の中のレッス

　 　 　 　 ン２「子どもの心身の健康と食)生活」、レッスン３「栄養の基礎的

　 　 　 　 概念と栄養素の種類と機能」レッスン１４「特別な配慮を要する子

　 　 　 　 どもの食事と栄養」について、執筆を行った。岡井紀代香、内田眞

　 　 　 　 理子、橋本多美子、山本周美、岸本三香子、今村友美、吉井美奈

　 　 　 　 子、少切間美保、堀内理恵

3.食育の生物学－ヒト 共 2016年03月 和泉出版 私たち現代人は、きわめて人工的な環境の中で、食生活を行ってい

の食性の起源と適応 　 31日 　 る。そのため多くの現代人は、様々なこころとからだの問題に直面

進化 　 　 　 するようになった。そこで、私たち人類が、本来もっている食性の

　 　 　 　 生物学的な視点から、これらの問題を分析して、現代人が直面して

　 　 　 　 いる食と健康に関する問題の具体的な解決法を議論する。全章にわ

　 　 　 　 たり共同で執筆したため抽出不可能である。

　 　 　 　 岡井康二・岡井(東)紀代香

4.「学校栄養教育概論 共 2007年04月 化学同人 栄養教諭の職務である学校給食管理における衛生管理について、ま

－学校における食の 　 01日〜 　 た教諭として児童・生徒への衛生教育について担当した。（pp53-

指導」『学校給食に 　 　 　 60）
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
おける衛生管理』 　 　 　 　

5.　「管理栄養士養成 共 2006年01月 化学同人 学校・高齢者福祉施設・児童福祉施設（保育園）における給食経営

シリーズ「給食経営 　 　 　 管理論を担当した。（pp155-171）

管理論」『学校にお 　 　 　 　

ける給食経営』『社 　 　 　 　

会福祉施設における 　 　 　 　

給食経営』 　 　 　 　

2 学位論文
1.Studies on 単 1998年06月 　 食用植物由来のフェオフィチン類の生理学的性質に関する研究

Physiological and 　 　 　 　

Biochnical 　 　 　 　

Properties of 　 　 　 　

Pheophytins 　 　 　 　

Derived from 　 　 　 　

Edible Plants 　 　 　 　

3 学術論文
1.Enhancing Effect 共 2012年03月 金城学院大学消費 岡井紀代香、舟橋由香、村松季枝、横井智春、後藤千波、坂井愛

on Radical- 　 　 生活化学研究所 弓、後藤元信、細田明美、岡井康二　　日常摂取される昆布・ひじ

Scavenging 　 　 「研究所紀要」第 き・すじあおのり・あさくさのりなどの日本産海藻を120℃以上に加

Activity of Edible 　 　 16巻 pp1〜12 熱処理することにより、それらの抽出液のﾗｼﾞｶﾙ消去作用による抗酸

Japanese Algae by 　 　 　 化作用が増強いされることを見出した。（すべての実験にかかわり

Heat Treatment　 　 　 　 分担記載不可能）

（査読付） 　 　 　 　

2.Immunomodulating 共 2009年 J.Univ.Occup. 岡井康二、岡田岳大、岡井紀代香、笠原恵美子、井上正康、：日本

activities in bran 　 　 Environ. Health, 産赤米、黒米、白米それぞれのめか抽出液中に存在する免疫調節活

extracts of 　 　 Vol.40,No1,pp42- 性についてマウスの免疫細胞の培養システムを用いて分析した。そ

Japanese red,black 　 　 4 の結果、日本産米ぬかメタノール抽出液中に免疫細胞の増殖反応や

and brown rise　 　 　 　 機能（サイトカインの産生）に影響を与える免疫調節物質が存在す

（査読付） 　 　 　 ることを示唆した。　（すべての実験にかかわり分担記載不可能

3.　Potent 共 2009年 J.Univ.Occup. 岡井紀代香、石河暁子、安友小百合、岡井康二、：乾燥した温州み

antioxidant and 　 　 Environ. Health, かんの果皮（「陳皮」）の抗酸化・ラジカル消去活性について注目

radical-scavenging 　 　 Vol.31, pp311- して分析した結果、「陳皮」の水抽出液の示す強い抗酸化・ラジカ

activity of 　 　 324. ルシ消去活性は、アスコルビン酸とクエン酸がお互いにそれぞれの

Chenpi- 　 　 　 作用を補完するとともに、一方の物質の酸化促進作用を他の物質が

compensatory and 　 　 　 消去・抑制するためであることが示唆された。　（すべての実験に

cooperative 　 　 　 かかわり分担記載不可能）

actions of 　 　 　 　

ascorbic acid and 　 　 　 　

citric acid　（査読 　 　 　 　

付） 　 　 　 　

4.Potent radical- 共 2007年 J.Clin.Biochem. 岡井康二、岡井紀代香 　他、：チアミン（ビタミンB？）とチアミ

scavenging 　 　 Nutr.,Vol.40, ン２リン酸のラジカル消去活性の可能性について異なるin vitoroの

activities of 　 　 No1,pp42-4 測定系で分析した。その結果、チアミンやチアミン２リン酸がラジ

thiamin and 　 　 　 カルスカベンジャーとして働く可能性を示唆している。　（すべて

thiamin diphosphat 　 　 　 の実験にかかわり分担記載不可能）

　（査読付） 　 　 　 　

5.Radical-scavenging 共 2006年 J. univ. Occup. 岡井康二、岡井紀代香 ：米ぬかの熱水抽出液のエタノール可溶性

activity of hot 　 　 Environ. Health 画分にDPPHラジカルに対する強い抗酸化活性を見出した。その活性

water extract of 　 　 ,Vol.28, pp1-12 本体としてフェノール類を仮定しアンバークロマトグラフィーHPLC

Japanese rice bran 　 　 　 によりそれらを精製し、８種類のフェノール酸を同定した。このう

-association with 　 　 　 ちプロトカテチュイック酸、カフェイン酸などが比較的強いラジカ

phenolic acid 　 　 　 ル消去活性を示した。以上の結果は米ぬか中のラジカル消去活性は

（査読付） 　 　 　 いくつかのフェノール酸類の働きによることが示唆された。　　

　 　 　 　 （すべての実験にかかわり分担記載不可能）

6.Antioxidant and 共 2006年 J.Univ.Occup. 岡井康二、岡井紀代香 　他：ビタミンB群に属するビタミン（B

prooxidant 　 　 Environ. Health ？、B？、B ？、B？？、葉酸、ニコチン酸）についてリノール酸の

activities of B 　 　 ,Vol.28, pp359- 過酸化脂質の生成に対する効果を分析した。その結果ビタミンB群は

group vitamins in 　 　 368 ビタミンの種類や実験条件の違いによって抗酸化作用と酸化促進作

lipd peroxidation 　 　 　 用の両方の可能性があることが示唆された。　（すべての実験にか
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
（査読付） 　 　 　 かわり分担記載不可能）

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
1.昆布やごぼうの焙煎 共 2018年08月 日本調理科学会平 　海藻類の真昆布や根菜類のごぼうをオーブンにより「熱風焙煎」

調理におけるラジカ 　 31日 成30年度大会 処理を行うことによりDPPHラジカル消去活性が有意に増強すること

ル消去活性について 　 　 　 を明らかにするとともに、その活性要因としては各試料のポリフェ

　 　 　 　 ノール含有量と抗酸化活性の間に強い相関関係が見られたことによ

　 　 　 　 り、ポリフェノールが強く関係していることが明らかとなった。ま

　 　 　 　 たこのことにより、加熱調理操作の一つである「焙煎」の食品機能

　 　 　 　 性向上という調理特性を明らかにした。

　 　 　 　 小川彩、竹之内明子、岡井紀代香

2.加熱調理操作による 共 2016年05月 第70回日本栄養・ 竹ノ内明子、岡井紀代香

食用海藻類の抗酸化 　 17日 食糧学会大会 　日本産ま昆布を高温で焙煎することにより、昆布の抗酸化活性が

活性作用変化につい 　 　 　 増強することを明らかにするとともに、その活性本体として昆布の

て-特に真昆布の加熱 　 　 　 色素成分が関与について検討を行った。

処理による抗酸化活 　 　 　 　

性増強効果について 　 　 　 　

- 　 　 　 　

3.Enhancing Effect 共 2015年05月 ACN2015,12th 竹ノ内明子、岡井紀代香、岡井康二

on Radical- 　 17日 Asian Congress 　日本産乾しノリを高温で焼く調理操作により、ノリの水抽出液の

scavenging 　 　 of Nutrition 抗酸化作用の増強が確認され、その作用成分としてノリの色素成分

Activity of 　 　 　 が関与していることが示唆された

Japanese Edible 　 　 　 　

Algae by Heat 　 　 　 　

treatment 　 　 　 　

4.各種海藻抽出液中の 共 2010年08月 日本食品工学会第 後藤千波、坂井愛弓、岡井紀代香、岡井康二、後藤元信　　

ラジカル消去活性の 　 　 11回（2010年度） 　日本産のり、ひじき、わかめなどの水および熱水抽出液につい

比較 　 　 年次大会 て、それらのラジカル消去作用における抗酸化活性を比較検討し

　 　 　 　 た。また、特に抗酸化活性が強いのりにつて加熱および非加熱によ

　 　 　 　 る活性の違い、さらに加熱・非加熱とのりの保存状態との抗酸化活

　 　 　 　 性につ1いて検討を行った。

5.小麦由来難消化性デ 共 2006年11月 第53回日本栄養改 原田よし子、岡井紀代香、他、：小麦由来による難消化性デキスト

キストリンの生活習 　 　 善学会学術総会 リンを添加した食品を一定期間摂取することによる効果について血

慣病の予防への有効 　 　 　 液検査値や排便についてその効果について発表した。

性―高脂血症の改善 　 　 　 　

効果と排便への影響 　 　 　 　

について― 　 　 　 　

6.米ぬかの抗酸化活性 共 2006年 日本調理科学会 岡井康二、岡井紀代香、：米ぬかの熱水抽出画分に強い抗酸化活性

と生活習慣病の予防 　 　 （近畿・東海・北 を見出しその本体が活性酸素消去酵素やフェノール酸類である事を

　 　 　 陸支部合同シンポ 発表した。

　 　 　 ジウム 　

7.広島市内のNPO法人に 共 2005年 第52回日本栄養改 岡井紀代香、岡井康二、：　広島市内のNPO法人によって行われてい

よる地産地消型配食 　 　 善学会学術総会 る配食サービスのアンケート調査を行いその効果や問題点・課題に

サービス活動の調査 　 　 　 ついて議論した。特にその配食サービスの特徴である地域生産者と

　 　 　 　 の協力による地産地消型配食サービスや、野菜中心の献立の効果に

　 　 　 　 ついての分析結果について発表した。

8.地域社会における高 　 2004年 第51回日本栄養改 岡井紀代香、岡井康二、：　広島市内の高齢者養護介護施設によっ

齢者への配食サービ 　 　 善学会学術総会 て行われている地域の高齢者への配食サービスのアンケート調査を

スの意義について－ 　 　 　 行い、それらの活動の到達点と今後の配食サービスのあり方につい

広島市における配食 　 　 　 て議論した。

サービスを例として 　 　 　 　

－ 　 　 　 　

３．総説
1.乳幼児・学童の食物 共 2017年03月 羽衣国際大学、人 子どもたちの食物アレルギーについて、その症状の特徴・原因・し

アレルギーのリスク 　 31日 間生活学部研究紀 くみ、さらにその診断やリスク評価、そしてその対策・防御法など

評価と防御 　 　 要、Vol.12,p.1- について、最近の知見をまとめ、今後の課題と展望について具体的

　 　 　 17 に議論した。全部てにわたり共同で執筆したため抽出困難である。
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発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

３．総説
　 　 　 　

　 　 　 　 岡井康二・岡井(東)紀代香

2.ヒトの食欲と食行動 共 2016年03月 羽衣国際大学、人 最近、ヒトの食欲と食行動を巧妙にコントロールする制御システム

の起源と適応進化 　 31日 間生活学部研究紀 が、次々と明らかにされてきているが、これらの研究の発展をまと

　 　 　 要、Vol.11,p.15- めるとともに、その課題と問題点を議論した。全部てにわたり共同

　 　 　 26 で執筆したため抽出困難である。

　 　 　 　 岡井康二・岡井(東)紀代香

3.霊長類の食性の起源 共 2015年03月 羽衣国際大学、人 私たち人類が、本来持っている食性の生物学的な側面に注目し、特

と適応進化－ヒトの 　 31日 間生活学部研究紀 にヒトの霊長類としての食性の起源や適応進化の問題について、様

食生活の原風景 　 　 要、Vol.10,p.25- 々な原猿類・真猿類・類人猿を例にして比較検討した。全部てにわ

　 　 　 39 たり共同で執筆したため抽出困難である。

　 　 　 　 岡井康二・辻広志・岡井(東)紀代香

4.地域社会における食 共 2014年03月 羽衣国際大学、人 現在、我が国で問題となっている地域社会のフードデザート化によ

のやさしさとフー 　 31日 間生活学部研究紀 る買い物難民や格差・貧困化による食事栄養難民について、その現

ド・セーフティネッ 　 　 要、Vol.9,p.11- 状を分析し、その対策として

ト・システムの構築 　 　 26 宅配配食サービス・食事会・フードバンクなどの地域のフード・

　 　 　 　 セーフティネット・システムの構築について議論する。全部てにわ

　 　 　 　 たり共同で執筆したため抽出困難である。

　 　 　 　 岡井康二・岡井(東)紀代香

5.「メタボ神話」の科 共 2013年03月 羽衣国際大学、人 現在、我が国の国民の健康診断や治療方針の基本のひとつとなって

学的合理性の再検討 　 31日 間生活学部研究紀 いるメタボリックシンドロームの考え方とその診断治療基準につい

　 　 　 要、Vol.12,p.1- て、いくつかの問題点と、今後の改善点について検討した。特に科

　 　 　 17 学的合理性に基づいた」医療(EBM)の重要性と患者の人権とQOLの向

　 　 　 　 上の視点の重要性について議論した。全部てにわたり共同で執筆し

　 　 　 　 たため抽出困難である。

　 　 　 　 岡井康二・岡井(東)紀代香

6.からだのサイズ・エ 共 2011年12月 大阪薫英女子短期 岡井康二・岡井紀代香、：生物の体のサイズとエネルギー代謝の問

ネルギー代謝論II － 　 　 大学研究紀要、第 題としてダーウィンの「生物進化の最適化」の理論を導きの糸とし

ヒト臓器のサイズ・ 　 　 46号、pp79-87 てヒトの様々な臓器のサイズやしくみやエネルギー代謝のそれぞれ

エネルギー代謝の個 　 　 　 の個性について比較検討した。さらにこれらの問題と「生活習慣

性－ 　 　 　 病」や「メタボリック・シンドローム」との関連やその現代的意義

　 　 　 　 についても議論した。 （すべてにかかわり分担記載不可能）

7.からだのサイズ・エ 共 2011年12月 大阪薫英女子短期 岡井康二・岡井紀代香、： 現在の栄養学の基本概念や法則がどのよ

ネルギー代謝論Ｉ－ 　 　 大学研究紀要第、 うな経緯で作られてきたのか明らかにするために、約２００年前の

栄養学と生物学の出 　 　 46号、pp63-78 ラボアジェの研究以来のからだのサイズとエネルギー代謝に関する

会い－ 　 　 　 研究について主にルブナーの体表面の法則やクライバーの3/4乗の法

　 　 　 　 則やその他のアロメトリー式などを中心に検討・再評価した。その

　 　 　 　 結果、栄養学や生物学の本質的な問題として生き物の形とサイズや

　 　 　 　 働き、そしてその原動力となるエネルギー代謝そして寿命などに関

　 　 　 　 する重要な概念や法則はすぐれた栄養学者と生物学者の粘り強い先

　 　 　 　 駆的な共同研究によって形成・確立されたものであることが明らか

　 　 　 　 となった。 （すべてにかかわり分担記載不可能）

　 　 　 　

8.食育の今日的意義と 共 2006年12月 大阪薫英女子短期 岡井康二、岡井紀代香、：食育に関する日本の現状・歴史を検討

課題 　 　 大学研究紀要、第 し、その問題点と課題を国民各世代の健康、食環境、生涯食育につ

　 　 　 41号、pp61-75 いて提言を行った。 （すべてにかかわり分担記載不可能）

9.食教育における子ど 共 2005年03月 広島女学院大学生 岡井 紀代香、岡井 康二、：今日の子どもたちの食生活の乱れと生

もの給食の意義と栄 　 　 活科学部紀要、第 活環境の変化から増加する生活習慣病やアレルギー疾患についてそ

養教諭の役割 　 　 １２号、pp121- の現状を整理しその解決法の一つとして学校給食の改善と栄養教諭

　 　 　 133 の特別の役割を指摘した。 （すべてにかかわり分担記載不可能）

　 　 　 　

10.酸化的ストレスと生 共 2004年03月 広島女学院大学生 岡井紀代香、岡井康二、：生活習慣病（ガン、動脈硬化など）の原

活生活習慣病 　 　 活科学部紀要、第 因として酸化的ストレスのメカニズムを具体的に考察し、その解決

　 　 　 11号、pp95-108 方法として抗酸化物質の摂取を中心とした食事の改善の工夫につい

　 　 　 　 て詳しく述べた。 （すべてにかかわり分担記載不可能）

11.地域共同体における 共 2003年12月 広島女学院大学論 岡井紀代香、岡井康二、：高齢者のQOLやADLの維持・改善の基本と

高齢者への配食サー 　 　 集、第53集、 なる食事や栄養状態について重要な点（脂肪、食物繊維、ミネラ

ビスの今日的意義 　 　 pp101－113 ル、ビタミン、蛋白質・アミノ酸）を指摘し、そのための配食サー

　 　 　 　 ビスについて地域・NGO・ボランティアの役割について提言を試み
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３．総説
　 　 　 　 た。　（すべてにかかわり分担記載不可能）

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
　

６．研究費の取得状況
　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2017年12月01日2018年12月31日 日本調理科学会平成30年度大会　実行委員（受付・クローク担当責任者）

2.2008年04月〜現在 日本栄養改善学会　評議委員

3.2005年08月01日2007年03月01日 広島市教育委員会「学校給食の安全の推進検討委員会」委員

4.2004年04月01日〜現在 日本栄養・食糧学会

5.2002年05月〜2008年03月 広島県栄養士会常務理事（学術部長）

6.2000年04月01日〜現在 日本栄養改善学会

7.1994年04月01日〜現在 日本調理科学会

8.1882年04月01日〜現在 日本家政学会
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